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６	 ワイヤロープの加工手順
　林業架線作業では、ワイヤロープ加工は、必須の技術です。
　ワイヤロープの加工法としては、2本のワイヤロープをつなぐものと、ワイヤロープにアイをつくるも
のがあります。
　本教材では、ワイヤロープにアイをつくる加工法については、林業架線作業の中で、一般的に行われて
いるアイスプライス（巻き差しによる）、そして、2本のワイヤロープをつなぐ加工法としては、ショート
スプライス（巻き差しによる）、セミロングスプライスについて、分かりやすく解説します。
　なお、アイスプライスを行う場合には、ストランドを抜けにくく丈夫にするために、フレミッシュアイ
加工をすることが重要になりますので、最初にフレミッシュアイ加工について、解説します。正しい手順
とテクニックを身につけてください。

　まず、必要な工具類を準備します。

　右から順に、スパイキ（溝付）、スパイキ（丸棒）、ハンマー、ペンチ、喰い切り、ワイヤロープカッタ

ー、バイスプライヤーです。なお、スパイキは、シノとも呼ばれています。

　その他、作業台、スケール、ビニールテープ、麻紐、チョークなども準備します。
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（１）フレミッシュアイ加工

　フレミッシュアイ加工は、ワイヤロープの6本のストランドを4本－2本、または3本－3本に分け、アイ（輪）
の部分でストランドを相互により合わせるものです。どのタイプのアイスプライスを行う場合でも、フレ
ミッシュアイ加工をしておくと、ストランドが抜けにくく丈夫になります。
　本教材では、ストランドを4本－2本に分けて行うフレミッシュアイ加工について解説します。

　加工するワイヤロープは、24本線6つより
（6×24）で、ロープ径が10mmのものです。

　まず、細工代を6ピッチに決めます。

　 直 径10mmの ワ イ ヤ ロ ー プ の 場 合 は、
39cmになり、チョークで目印を付けます。

（1ピッチは、ロープ径の6.5倍です。）

　次に、アイ部分の長さを70cmとし、チョ
ークで目印を付けます。

　この長さは、アイの大きさにより決まりま
す。70cmにした場合のアイの大きさ（直径）
は、約22cmになります。

　ワイヤロープの端末から、細工代にアイ部
分の長さを加えた109cmの目印まで、6本
のストランドを4本、2本に分けます。
　この時、バラバラにほどかないように注意
します。
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　ストランドを109cmの位置まで、4本、2
本に分けた状態です。
　4本側の方には、心綱が付いています。

　心綱のある4本側の方を丸く曲げて、分岐
点に挟みます。
　この時、目印を合わせるようにすることが
ポイントです。

　丸く曲げた心綱のある方のストランドが抜
けているところに、心綱がない方の2本を巻
き付けます。
　心綱を隠すように巻くことがポイントで
す。1〜2回巻いた後、少し引っ張ると、う
まく締まります。
　ただし、強すぎると形が崩れますので注意
してください。

　アイにストランドを通すときは、ストラン
ドの先端からではなく、根元から通すことが
ポイントです。

　フレミッシュアイ加工の完成です。
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（２）巻き差しによるアイスプライス

　巻き差しによるアイスプライスは、比較的簡単です。しかし、丸差しだけでは、集材時に丸太を1本吊
りした場合、ワイヤロープが、よりが戻る方向に回転し、加工部分が抜ける可能性があるため、用途は台
付けロープなどに限定されます。
　スリングとして使用するためには、クレーン等安全規則（第219条）により、ストランドを編み込む回
数が、丸差し3回以上と半差し2回以上、または丸差し4回以上と半差し1回以上の合計5回以上と規定され
ています。
　本教材では、丸差し4回と半差し1回行う方法について解説します。

①丸差し

　巻き差しによる丸差しを4回行います。

　フレミッシュアイ加工をしたアイを手前に
向け、まず、左側の4本のストランドに付い
ている心綱を根元までほどきます。

　最初に、心綱をより込みます。
　スパイキを心綱の上を通して、右から左に
差し込みます。

　ストランドを2本すくいます。
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　右手で持ったスパイキを右へ回して垂直に
すると、心綱はロープの中に入っていきます。

　更に、右手に持ったスパイキをロープのよ
り方向に回転させながら前進させると、心綱
は自然にロープの中により込まれていきま
す。

　1本目のストランドの1回目の編み込みで
す。

　左側の2本のストランドのうち、内側のス
トランドを選びます。

　選んだストランドを根元までほどきます。



35

　心綱を入れた時にすくった2本のうち、手
前のストランド1本を選び、スパイキですく
って右から左へ差し込みます。

　左側のほどいたストランドのうち、内側の
ストランドを持って『より戻し』を掛けて差
し込みます。

　『より戻し』を掛けることが巻き差しの特長で、その方法は、差し込むストランドをスパイキの所で、
手前に引っ張り、円を描くようにストランドを回転させ、よりが戻る方向に力を加えながら差し込み
ます。差した後で、ストランドを手前に引いて締め込みますと、差されたストランドに密着して巻き
付けられ、摩擦が大きくなるので抜けにくくなります。
　『より戻し』をしないで巻き差しを行うと、ストランドの巻き付き状態が線接触となり、ストラン
ド同士の摩擦が小さく、張力が掛かった時に、差したストランドが抜け易くなりますので、巻き差し
の場合、必ず『より戻し』をしてください。
　『より戻し』は『より殺し』とも言われています。

　差し込んだストランドを右手に持ち替えて
手前に引いて締め込みます。　
　これが巻き差しによる丸差しです。
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　1本目のストランドの2回目の巻き差しで
す。

　1回目と同じストランドにスパイキを差し
ます。

　スパイキで右から左へストランドを1本す
くって差し込みます。

　1回目に差し込んだストランドを持って、
手前に引いて、よりを戻して差し込みます。

　差したストランドを手前に引いて締め込
み、2回目の巻き差しが終了した状態です。
　1本のストランドに、もう一方のストラン
ドが巻き付けられているのが分かります。
　この巻き差しをあと2回行い、合計4回編
み込みます。
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　2本目のストランドを編み込みます。

　1本目を差したストランドの左側のストラ
ンドを選び、スパイキですくって右から左に
差し込みます。

　2本目のストランドの1回目を、よりを戻
して差し込みます。

　差したストランドを手前に引いて締め込み
ます。
　これを計4回繰り返します。

　3本目以降の編み込みは、アイをひっくり
返して行います。
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　4本のストランドのうち、一番手前（右側）
のストランドをほどきます。

　一番手前のストランドの隙間からスパイキ
を差し込みます。

　スパイキを回転させ、3本目のストランド
の1回目を、よりを戻して差し込みます。

　差したストランドを手前に引いて締め込み
ます。
　これを4回繰り返します。
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　4本目のストランドの編み込みは、残った
3本のうち、一番手前のストランドを選んで
ほどきます。

　一番手前のストランドにスパイキを差し込
みます。

　4本目のストランドを、よりを戻して差し
込みます。

　差したストランドを手前に引いて締め込み
ます。
　これを4回繰り返します。
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　5本目のストランドを編み込みます。

　スパイキで、手前のストランドをすくって
差し込みます。

　スパイキを回転させ、5本目のストランド
を、よりを戻して差し込みます。

　差したストランドを手前に引いて締め込み
ます。
　これを4回繰り返します。
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　6本目のストランドを編み込みます。
　スパイキで、一番手前のストランドをすく
って差し込みます。

　スパイキを回転させ、6本目のストランド
を、よりを戻して差し込みます。

　差したストランドを手前に引いて締め込み
ます。
　これを4回繰り返します。

　これが、6本のストランドを4回ずつ差し
終えた状態です。

　ハンマーでアイの根元部分から差し終りに
向かって、均一な力で叩いていきます。差し
たストランドがワイヤロープに馴染むように
叩くことがポイントです。
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②半差し

　次は、半差しで、1回編み込みます。スト
ランドを外層線と内層線に分けます。端末か
ら3cmくらいの所をしっかりとつまみ、ロ
ープのよりと逆方向にひねると、外層線が内
層線と分かれてばらけます。24本線、6つよ
りのワイヤロープは、内層線が9本、外層線
が15本の素線に分かれます。

　内層線と外層線にほどき、内層線を切断し
ます。

　内層線は、できるだけ短く切断します。
　残る5本も同じように内層線を切断しま
す。

　次は、1本目の半差しです。
　最初に丸差しを行ったストランドをスパイ
キですくいます。
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　外層線を差し込みます。

　内層線の切断面に外層線を被せるようにし
て差します。
　内層線が隠れて仕上がりが良くなります。

　2本目の半差しです。
　2番目に丸差しを行ったストランドをスパ
イキですくいます。

　外層線を差し込みます。

　残る4本のストランドも同様に、半差しを
行います。
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　これが、半差しが終了した状態です。

　外層線のヒゲが5mm程度出るように切断
します。

　心綱を切断し、はみ出している心綱をスパ
イキでロープの中に押し込んでから、再度、
差し始めから差し終りに向かって、よりの方
向にハンマーで順に叩いて形を整えれば完成
です。差したストランドの素線がほぐれて、
ワイヤロープに馴染んでいることが理想的な
状態です。

　アイスプライスの完成です。
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（３）巻き差しによるショートスプライス

　ショートスプライスは、2本のワイヤロープ同士をつなぐ加工法です。アイスプライスの加工技術を身
につけていれば、それほど難しくはありません。
　ストランドを差す方法には、巻き差しとかご差しがありますが、一般的には巻き差しによる方法が行わ
れていますので、各ストランドを丸差し6回と半差し1回行う巻き差しによる加工法について解説します。

　加工するワイヤロープは、24本線6つより
（6×24）、ロープ径が10mmのものです。

　各ストランドを丸差し6回行った後、半差
しを1回行います。

　まず、細工代を決めます。
　細工代は、共にロープピッチの6倍、ある
いはロープ径の40倍です。

　両方のワイヤとも細工代の長さの位置に目
印（仮バンド）を付けます。
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①ＡワイヤをＢワイヤに巻き差し

　最初は、ＡワイヤをＢワイヤに編み込む工
程です。
　Ａワイヤのストランドを1本、仮バンドま
でほどきます。

　Ｂワイヤの目印をした箇所に、スパイキを
差し込み、心綱の上を通して、ストランドを
3本すくいます。

　スパイキを差し込んだ位置に、Ａワイヤの
1本目のストランドを差し込みます。
　注意することは、根元まで入れないことで
す。

　2本目は、Ｂワイヤに1本目を差した左隣
の同じ差し口からスパイキを入れ、心綱の上
を通してストランドを２本すくいます。
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　次に差すストランドは、Ａワイヤの1本目
のストランドの右隣のストランドです。
　これをスパイキに沿って差し込みます。

　3本目は、Ｂワイヤに2本目を差した左隣
の同じ差し口からスパイキを差し込み、心綱
の上を通して、ストランドを1本すくいます。

　Ａワイヤの3本目に差すストランドは、2
本目の右隣のストランドです。これをほどい
てＢワイヤに差し込みます。

　Ａワイヤの3本のストランドをＢワイヤに
差し込んだ状態です。
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　3本のストランドを差したＢワイヤを手前
へ反転させます。

　4本目は、Ａワイヤの1本目のストランド
をＢワイヤに差した右隣のストランドにスパ
イキを差し込み、心綱の上を通して、ストラ
ンド2本をすくいます。

　Ａワイヤの1本目に差したストランドの左
隣をほどいて4本目とします。

　Ａワイヤの4本目のストランドを、スパイ
キが出ている方から差し入れた方に向けて差
し込みます。
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　ＡワイヤのストランドをＢワイヤに4本目
まで差し終えた状態です。

　最後の5本目は、Ｂワイヤに4本目を差し
た右隣のストランドにスパイキを差し込み、
心綱の上を通して、ストランドを1本すくい
ます。

　差すストランドは、Ａワイヤの残った2本
のうち、手前のストランドです。これを解き
ほぐして、スパイキが出ている方から差し入
れた方に向けて差し込みます。

　これでストランドの差し込みは終了です。

　差し終えたＡワイヤの5本のストランドを
2本、3本に分けて手で握り、Ｂワイヤに足
をかけて引っ張ります。
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　しっかりと締め込みます。

　締め込みが不十分ですと、よりの伸びた部
分ができ、仕上がりが不良となります。不十
分なときは再度、締め込みます。しかし、締
め込み過ぎるとよじれるので力加減に注意し
ます。

　次に、差し口を麻紐でしっかりと縛ります。

　そして、中間とＢワイヤの端末とＡワイヤ
をテープ等で固定します。特に、差し口は十
分に固く縛ることがポイントです。縛り方や
固定方法が不十分な場合は、差し口のよりが
伸びてしまうことになります。

　差し口は、更に、バイスプライヤーで固定
します。
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　次は、心綱のより込みです。
　Ａワイヤの心綱をほぐしてＢワイヤにより
込みます。

　スパイキで、心綱が出ているところのＢワ
イヤのストランドを2本すくい、その下に心
綱を通します。

　心綱をひっぱり、スパイキを回転させなが
ら前進すると、心綱がＢワイヤの中により込
まれていきます。

　心綱のより込み長さは3ピッチ分です。
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　Ａワイヤの6本目のストランドの左隣のＢ
ワイヤにスパイキを差します。

　Ｂワイヤのストランドを1本すくいます。

　ストランドのよりを戻して1回目を差し込
み、手前に引いて締め込みます。
　巻き差しの場合、必ず『より戻し』を行い
ます。『より戻し』は、差し込むストランド
をスパイキの所で手前に引っ張り、よりを抜
きながら差し込みます。『より戻し』が不十
分だとストランドの巻き付き状態が悪くな
り、抜けやすくなります。

　スパイキを回転させ、2回目の巻き差しを
行います。
　この巻き差しを1本のストランドに対して
合計6回行います。
　残りのストランドも、順次、巻き差しを行
います。
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　Ａワイヤのストランドの巻き差しが終わっ
た状態です。

　片方が終了した後、2本のワイヤを縛った
3箇所をほどきます。

　ワイヤの接合部は、ストランドを6本差し
終わった状態になっています。

②ＢワイヤをＡワイヤに巻き差し

　次は、Ｂワイヤの巻き差しです。Ｂワイヤ
のストランドをＡワイヤに差し込みます。
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　差す順序は、6本差した最も下のストラン
ドから差し始めます。

　ほぐしたＢワイヤのストランドの左隣のＡ
ワイヤのストランドにスパイキを差し込みま
す。

　スパイキを回転させ、ほぐしたストランド
を『より戻し』を掛けて1回目を差し込みま
す。

　次は、心綱のより込みです。
　Ｂワイヤの心綱をほぐします。
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　心綱が出ているところのＡワイヤのストラ
ンドにスパイキを差し込み、2本のストラン
ドをすくいます。

　心綱をスパイキの下側に通して引っ張ると
ロープの中に入っていきます。

　スパイキを回転させて、Ａワイヤの中に心
綱をより込みます。
　心綱のより込み長さは3ピッチ分です。

　Ｂワイヤの1回目を差したＡワイヤのスト
ランドにスパイキを差し、ストランドを1本
すくいます。
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　Ａワイヤのストランドに差したスパイキを
回転させ、Ｂワイヤのストランドの2回目の
巻き差しを行います。

　Ｂワイヤのストランドも、それぞれ巻き差
しを6回繰り返します。

　両方のストランドの巻き差しが終わった状
態です。

③半差し

　ストランドの端末から3cmくらいの所を
しっかりとつまみ、ロープのよりと逆方向に
ひねると、外層線が内層線と分かれてばらけ
ます。
　24本線、6つよりのワイヤロープは、内層
線が9本、外層線が15本の素線にばらけます。

　半差しに使うのは外層線だけですので、内
層線を根元から切断します。
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　6本のストランドの内層線を全て切断した
状態です。

　最初に巻き付けたストランドを1本すくい
ます。

　外層線をスパイキの溝から差し込みます。

　内層線の切断面に外層線を被せるように差
していくと、仕上がりが良くなります。
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　残りのストランドも同じように外層線を編
み込んでいきます。

　外層線を差し終えた後、外層線のヒゲが
5mm程度残るように切断します。

　心綱を切断し、はみ出している心綱をスパ
イキでロープの中に押し入れます。
　反対側も同じように加工します。

　半差しが終わった後で、差し始めから差し
終りに向かって、よりの方向に軽くハンマー
で叩いて、巻き差しをしたストランドの素線
が均一にワイヤロープに馴染むように、形を
整えます。

　ショートスプライスの完成です。
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（４）セミロングスプライス

　セミロングスプライスは、2本のワイヤロープ同士をつなぐ加工法です。
　ロングスプライスのように、つなぎ合うワイヤロープのストランドを入れ替えて、そのストランドの端
末を編み込みます。ロープの継ぎ合わせの長さは、ロングスプライスの約半分です。

①細工代
　2本のワイヤロープに細工代の目印を付け
ていきます。
　加工するワイヤロープの径は10mmです。
ワイヤロープの端末からロープ径の275倍の
位置に、それぞれ目印を付けます。ここが組
合せの中心になります。ワイヤロープの径は
10mmですから、275cmの位置が中心とな
ります。

　次に、中心位置から47d、つまり、ロープ
径の47倍の位置、47cmに印を付けます。

　次は、中心位置から141dの141cmに印を
付けます。
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　次に、中心位置から235dの235cmに印を
付けます。

　もう片方のワイヤロープにも同じように目
印を付けます。

　Ａワイヤの3箇所に付けた目印です。

　Ａワイヤ、Ｂワイヤの中心の位置に付けた
印です。

　Ｂワイヤの3箇所に付けた目印です。
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　2本のワイヤとも、中心位置の275dの目
印まで、ストランドをほどきます。

　このとき、ストランドを2本ごとに分け、
3組のペアをつくります。

　心綱を中心位置で切断します。
　もう1本のワイヤロープの心綱も同様に切
断します。
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　Ａワイヤのストランドを2本ずつ3組に分
け、心綱を切った状態です。

②ＡワイヤとＢワイヤの編み込み

　ＡワイヤとＢワイヤの2本ごとに分けた3
組のストランドを、交互に合わさるように組
んでいきます。

（短いワイヤロープで組み合わせ方を説明し
ます。）

　Ａワイヤの右側の組を、Ｂワイヤの左側の
組の下にくぐらせます。

　Ａワイヤの真ん中の組を、Ｂワイヤの真ん
中の組の下にくぐらせます。
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　ほどいたＡワイヤとＢワイヤのストランド
の中心位置を合わせ、両ワイヤを引っ張り、
交互に組合わされた状態にします。
　この時、心綱の切断面同士をぴったり合わ
せることがポイントです。心綱に空間ができ
てしまうと、強度が低下してしまいますので
注意が必要です。

③ストランドの入れ替え

　次は、ストランドの入れ替えです。Ｂワイ
ヤのストランドをＡワイヤのストランドに入
れ替えます。
　Ｂワイヤのほどいた2本のストランドを回
転させ、それが抜けた跡にＡワイヤの2本の
ストランドを押し込みます。

　Ｂワイヤの2本のストランドを中心位置か
ら10cm程度に切ります。

　切ったＢワイヤの2本のストランドを回転
させ、もう一方のＡワイヤの2本のストラン
ドをはめ込みます。
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　そして、Ｂワイヤに付けた141dの印まで、
ＢワイヤのストランドとＡワイヤのストラン
ドを入れ替えます。

　141dの位置で、Ａワイヤ、Ｂワイヤのそ
れぞれ2本のストランドをばらします。

　Ａ、Ｂ両ワイヤのストランドをばらした状
態です。

　Ｂワイヤのばらしたストランド1本を回転
させ、235dの位置までＡワイヤのストラン
ドに入れ替えていきます。
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　235dの位置までＡワイヤのストランドに
入れ替えた後、Ａワイヤ、Ｂワイヤとも、そ
れぞれ丸差しを行うための細工代として、
40d（40cm）の長さに切り揃えます。

　次は、中心位置からストランドを入れ替え
ます。
　Ａワイヤ、Ｂワイヤとも47dより長め（そ
れぞれ丸差しを行うための細工代として
40d）に2本のストランドを切断します。

（  印の箇所）

　そして、Ａ、Ｂ両ワイヤとも2本のストラ
ンドをほぐします。

　これまでと同様に、Ｂワイヤのほぐした1
本のストランドを回転させ、Ａワイヤのスト
ランドに入れ替えていきます。
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　ＡワイヤのストランドをＢワイヤの47dま
で入れ替えます。

　一方、反対側は、Ａワイヤのストランドを
回転させ、Ｂワイヤのストランドと入れ替え
ます。

　ストランドの入れ替えが終わると、つない
だワイヤの6箇所からストランドが2本ずつ
飛び出している状態になります。

④1越し2差しの丸差し

　これからは、飛び出しているそれぞれのス
トランドを1越し2差しで丸差しを4回行いま
す。

　これを6箇所行って仕上げます。丸差しの
ポイントは、差したストランドが直線的にな
るように編んでいくことです。
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　最初は、飛び出しているストランドの次の
2本にスパイキを差し込みます。

　飛び出しているストランドをスパイキの差
し口から差し込んで、引き締めます。

　次は、ストランドを1本飛び越して、スト
ランドを2本すくいます。

　先ほどと同じストランドをスパイキの差し
口から差し込んで、引き締めます。



68

　3回目も同じ要領で1越し2差しの丸差しを
行います。

　最後の4回目は、1本飛び越して、ストラ
ンドを3本すくいます。

　先ほどと同じストランドをスパイキの差し
口から差し込み、引き締めます。
　3本すくって差すのがストランドを抜けに
くくするポイントです。

　これが片側の丸差しを4回終えた状態で
す。
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　次に、もう一方の側の丸差しを行います。

　同じ要領で、飛び出しているストランドを
1越し2差しで丸差しを4回行います。

　スパイキの差し口からストランドを差し込
みます。

　2回目も同じ要領で1越し2差しで丸差しを
行います。

　3回目も同じ要領で1越し2差しで丸差しを
行います。
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　最後の4回目は、ストランドを3本すくい
ます。

　スパイキの差し口からストランドを差し込
んで、引き締めます。

　編み終えた後で、ストランドのヒゲが
1cm程度残るように切断します。

　ヒゲを短く切り過ぎると、張力が掛かった
とき、抜けるおそれがあります。
　逆に長過ぎると、ドラム巻き込み時の乱巻
きやシーブ通過時にヒゲが引っ掛かることが
ありますので、加減に注意してください。

　ストランドを切断した状態です。
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　反対側のストランドを切断した状態です。

　6箇所で、それぞれ4回の丸差しが終わっ
た状態です。

　セミロングスプライスは、継いだ部分のロ
ープ径が元のロープとほぼ同じ太さになるの
で、エンドレス索などの索継ぎに利用されて
います。
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